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日
本
国
内
で
、
交
通
事
故
に
よ
り
災

害
に
あ
わ
れ
た
方
や
そ
の
遺
族
の
方
へ

見
舞
金
を
送
り
、
救
済
し
よ
う
と
す
る

制
度
で
す
。

平
成
15
年
中
の
市
内
で
発
生
し
た
交

通
事
故
は
３
９
０
件
。
そ
の
う
ち
負
傷

者
数
が
４
９
８
人
、
死
者
数
に
至
っ
て

は
６
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
高
で
死
亡
（
１
等
級
）
１
０
０
万

円
か
ら
、
最
低
で
１
週
間
以
上
の
治
療

を
要
す
る
傷
害
（
８
等
級
）
２
万
円
ま

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
災
害
等
級
に
合
わ
せ

て
金
額
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、

（
次
ペ
ー
ジ
見
舞
金
表
参
照
）

敦
賀
市
に
お
い
て
は
、
平
成
15
年
度

に
73
件
・
５
４
６
万
円
（
平
成
15
年
11

月
30
日
現
在
）
の
災
害
見
舞
金
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

国
内
で
次
の
交
通
機
関
の
運
行
に
伴

う
接
触
、
衝
突
、
転
落
、
そ
の
他
の
事

故
に
よ
る
人
の
死
傷

▼
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車

▼
汽
車
、
電
車
、
旅
客
船
、
旅
客
機

な
ど

▼
身
体
障
害
者
用
の
車
い
す
（
道
路

上
で
使
用
中
の
事
故
）

加
入
資
格

平
成
16
年
４
月
１
日
現
在
、
敦
賀

市
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録

を
し
て
あ
る
方

申
込
み

申
込
書
に
掛
金
を
添
え
て
区
長
さ

ん
、
ま
た
は
生
活
防
災
課
ま
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

共
済
掛
金

１
人
年
額
　
５
０
０
円

共
済
期
間

▼
３
月
31
日
ま
で
に
受
付

平
成
16
年
４
月
１
日

〜
平
成
17
年
３
月
31
日

▼
４
月
１
日
以
降
に
受
付

受
け
付
け
た
日
の
翌
日

〜
平
成
17
年
３
月
31
日

※
平
成
16
年
３
月
31
日
ま
で
に
申
し

込
み
を
し
た
方
で
、
転
出
等
で
加
入

資
格
の
な
く
な
っ
た
方
は
、
速
や
か

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

事
故
状
況
等
に
よ
り
必
要
書
類
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
生
活
防
災
課
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

主
な
必
要
書
類
は
次
の
と
お
り
で

す
。▼

交
通
災
害
共
済
加
入
者
証

▼
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
事
務

所
長
の
発
行
す
る
交
通
事
故
証
明

書

▼
交
通
災
害

共
済
専
用
様
式

に
よ
る
医
師
の

診
断
書
（
死
亡

の
場
合
は
死
亡

診
断
書
ま
た
は

死
体
検
案
書
）

▼
そ
の
他
、

支
部
長
が
必
要

と
認
め
る
書
類

加
入
期
間
中
に
他
県
や
県

内
の
他
の
市
町
村
に
転
出

し
た
場
合
は
ど
う
な
り
ま

す
か
？

他
県
や
県
内
の
他
の
市
町
村

に
転
出
し
た
場
合
で
も
、
共

済
期
間
中
は
加
入
者
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

子
ど
も
用
自
転
車
に
乗
っ

て
転
倒
し
た
場
合
、
災
害

の
対
象
と
な
り
ま
す
か
？

ま
た
、
補
助
車
を
つ
け
て

い
た
場
合
も
災
害
の
対
象

と
な
り
ま
す
か
？

補
助
車
を
つ
け
て
い
る
い
な

い
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も

用
自
転
車
が
普
通
自
転
車
の

扱
い
が
で
き
れ
ば
、
災
害
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

一
般
に
、
普
通
自
転
車
か

ど
う
か
を
見
分
け
る
に
は
、

自
転
車
の
保
険
（
Ｔ
Ｓ
マ
ー

ク
保
険
）
に
加
入
で
き
る
こ

と
が
目
安
と
な
り
ま
す
の

で
、
近
く
の
自
転
車
店
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
子
ど
も
用
三
輪
車
に
つ
い
て

は
、
玩
具
扱
い
（
例
え
ば
、
チ

ェ
ー
ン
が
な
い
、
ブ
レ
ー
キ
が

き
か
な
い
、
空
気
入
り
の
タ
イ

ヤ
で
な
い
等
）
と
な
り
、
災
害

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合

の
被
害
者
が
心
得
て
お
く

べ
き
こ
と
は
な
ん
で
す

か
？

軽
微
な
被
害
で
あ
っ
て
も
、

交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合

は
、
警
察
に
届
け
て
現
場
の

調
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
軽
い
傷
で
も
必
ず

医
師
の
診
断
を
受
け
て
お
く

こ
と
が
大

切
で
す
。
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西
福
寺
の
書
院
庭
園
は
、
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

背
後
の
大
原
山
山
腹
に
あ
る
阿
弥
陀
三
尊
石
を
要
と

し
て
扇
形
の
山
裾
に
池
を
配
し
、
春
に
は
ツ
ツ
ジ
、
秋

に
は
紅
葉
が
彩
り
を
添
え
る
こ
の
庭
は
、
極
楽
浄
土
を

映
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
花
こ
う
岩
の
岩
山

と
ア
カ
マ
ツ
や
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
の
自
然
林
か
ら
な
る
美
し

い
山
容
が
、
あ
た
か
も
屏
風
の
よ
う
に
背
景
を
演
出
し

て
、
自
然
、
庭
園
、
建
造
物
の
そ
れ
ぞ
れ
が
よ
く
調
和

し
た
美
し
さ
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
修
復
工
事
で
は
、
庭
園
の
一
部
で
も
あ
る
書

院
や
四
修
廊
下
の
修
理
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
も
ち
ろ

ん
、
庭
園
そ
の
も
の
も
修
復
工
事
の
対
象
に
な
っ
て
い

ま
す
。

「
庭
園
の
修
復
？
　
庭
な
ん
て
植
木
の
刈
り
込
み
だ

け
で
い
い
の
で
は
？
」
と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。
い
え
い
え
、
庭
園
も
造
ら
れ
て
か
ら
長

い
年
月
の
間
に
あ
ち
こ
ち
が
傷
ん
だ
り
、
元
の
姿
か
ら

次
第
に
形
を
変
え
て
し
ま
う
も
の
な
の
で
す
。

ま
ず
低
木
が
成
長
し
て
く

る
と
、
庭
園
の
要
素
と
し
て

一
番
大
切
な
石
を
隠
し
て
し

ま
い
ま
す
。
本
来
、
こ
う
い

う
庭
は
石
を
見
せ
る
も
の

で
、
植
物
は
脇
役
な
の
で
す
。

そ
れ
に
初
め
は
植

え
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
植
物
が
生
え
て
き
て
、
こ
れ
も
大
き
く
茂
っ
て
し

ま
い
庭
の
姿
を
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
背
後
の
山
か
ら
流
れ
込
む
土
砂
で
池
が
埋
ま

っ
た
り
、
滝
組
の
あ
た
り
の
流
れ
が
変
わ
っ
た
り
し
て

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
き
ま
す
。
石
の
燈
籠
な
ど
も
比
較

的
新
し
く
建
て
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
す
。

そ
し
て
建
物
と
の
関
係
を
見
る
と
、
書
院
庭
園
は
初

め
現
在
の
阿
弥
陀
堂
の
位
置
か
ら
眺
め
る
よ
う
作
庭
さ

れ
、
そ
の
後
、
書
院
の
方
か
ら
眺
め
る
よ
う
に
デ
ザ
イ

ン
の
変
更
が
加
え
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

庭
園
も
、
建
物
と
同
じ
よ
う
に
、
ど
の
時
代
に
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
く

て
は
修
復
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
い
つ
の
時
代
の
姿

に
復
元
す
る
の
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
の
か
、
十
分
に
調

査
・
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
修
復
に
向
け
て
の
事
前
調
査
や
伸
び
過

ぎ
た
植
物
を
刈
り
込
む
修
復
剪
定
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
い
よ
い
よ
来
年
度
か
ら
本
格
的
な
修
復
整
備
が
行

わ
れ
ま
す
。

四
季
折
々
に
美
し
い
西
福
寺
書
院
庭
園
。
修
復
を
経

て
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
変
わ
る
の
か
、
楽
し
み
に
お
待

ち
く
だ
さ
い
。

文
化
財
特
集
　
第
４
回

修復剪定後の書院庭園

阿弥陀三尊石

5 問合せ　文化課　 ２２ー８１５３

と　き ３月４日（木）
９時～１８時

相談・問合せ

生活防災課
２２－８１１５

消費生活相談は、各県・市消費
生活センター、町村相談窓口で受
け付けています。

若者電話相談

問合せ　生活防災課　 ２２ー８１１５

◆街頭での

「アンケートに答えて・・」と声をかけら
れ、お店などに連れて行かれます。物を買わ
せる狙いではありませんか？
知らない人の親しげな言葉に、軽々しくつ

いて行かないで！

◆電話やハガキで

「当選しました！」
「プレゼントを取りに
来て」「会えないかな
ぁ」など・・・喫茶店
等に呼び出されます。
異性からの誘いには

ご注意！ ◆もうけ話の

「友人を誘って入会
させ、商品を売れば必
ずもうかるよ」と誰で
も簡単に大もうけできるよう誘わ
れて・・・もうけどころか、友人
をなくすかもしれません。

◆トラブル急増

「代金を振り込んだのに品物が届
かない」「注文したものと違う」な
ど・・・いろいろリスクを伴います。
信用できる業者かどうか見極める

ことが大切です。

修復剪定前の書院庭園
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プラザ萬象で第５５回敦賀市成人式が行われました。会場は
スーツ姿や華やかな振袖姿の新成人であふれ、久しぶりに会う
友人たちと写真を撮る姿があちらこちらで見られました。敦賀
市では７７２人が成人を迎え、杉左近

す ぎ さ こ

教育委員長が「皆さんの
新しい風を待っています」と新成人へ期待の言葉を贈りました。
また新成人を代表して坪塚

つぼつか

彩香
あや か

さんが「成人となった自覚と誇
りを胸に、日々精進していきます」と決意を述べました。

相生町の旧西町におよそ４００年前から伝わり、国の重要
無形民俗文化財にも指定されている伝統行事「敦賀西町の綱
引き」が行われました。この時期には珍しく快晴に恵まれ、
朝から晴明の朝市、にぎわい祭りとイベントが続き、大勢の
見物客でにぎわいました。夷子大黒の両神が町内を練り歩い
たあと大綱が下ろされ、見物客らは夷子方・大黒方に分かれ
綱を引き合いました。綱引きは３０秒ほどで決着がつき、今
年は夷子方が勝って豊漁と占われました。

あなたが写っていたら、ご連絡ください。写真を差
し上げます。 広報広聴課　 ２２ー８１１２

東浦駐在所連絡協議会が「１１０番の日」に
ちなんで、東浦保育園でもちつき大会を行いま
した。「よいしょ、よいしょ」と園児たちの大き
な掛け声で、信号にみたてた赤・青・黄色のお
もちがつきあがります。また、園児たちもお母
さんと一緒にもちつきを楽しみました。

３月１日 ～　市役所市民ホール

北野
き た の

沙渚
さ し ょ

〈敦賀書人会〉

「火事だー」という叫び声を合図に、関係者や地
元消防団、消防隊員による文化財火災防ぎょ訓練が、
来迎寺で行われました。境内は明け方から降り続い
た雪で一面覆われ、きびしい寒さの中の訓練となり
ました。この訓練は、昭和２４年１月２６日に法隆
寺金堂から火災が発生し、文化財が焼損したのを機
に昭和３０年に文化財防火デーが実地され、今年で
５０回目の節目を迎えました。

１月２２日、大阪ガス株式会社山田
やま だ

廣則
ひろのり

副社長が来庁し、平成１４年４月の敦賀ＬＮＧ基地建
設中止に伴い、同年５月８日に本市から申し入れした取得済み用地の利用計画等について回答が
ありました。
内容は、取得済み用地の利用計画については、これまでの経緯等を踏まえ検討を重ねてきたが、

適切な利用策を見出すことができなかったとしています。また、環境保全エリア「中池見 人と自
然のふれあいの里」については、基地計画が中止にな
った以上、将来にわたって会社が維持管理することに
は限界があるとし、当該取得済用地および「中池見 人
と自然のふれあいの里」の施設・設備を市に寄付いた
したいとしています。なお、敦賀事務所については、
今後の業務に支障を来さないよう対応するとしていま
す。
これを受け、今後市において議会、地元をはじめと

する関係者の皆さんのご意見をお聞きし、当該用地等
の利用策を検討いたします。


